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SIGの紹介

名称 : シビックテックSIG 

(旧社会価値創造分科会)


ITプロフェッショナルによる 

社会貢献


取組みを通じた自己研鑽・ 

視野拡大

ソフトウェアジャパン2016 ITフォーラムセッション資料より
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昨年度までの取り組み

2016年度～2018年度


2016/4　活動開始 
社会価値創造に向けた取り組
みを加速するため、CITPコ
ミュニティ内に分科会を設立 

2017/10,2018/11 
石巻専修大学にてCITP 

シンポジウムを開催

4

ITフォーラム2020 CITPセッション資料他より



昨年度までの取り組み

2019年度


2019/2より、スピンアウト的に高等教育

の授業参画を検討開始 

授業参画にあたりメンバーを追加募集


SIGメンバーで合宿開催 

シンポジウムと授業で企画・進行のチーム
を分けて準備


10/29 石巻専修大学・情報社会論にて講義
を実施


2019/11頃より、他大学への展開を模索、
打診
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2019/10/29 実施　情報社会論の授業風景



2020年度


COVID-19の影響を考慮し、シンポジウムは開催を見合わせ


東京都市大学 (8/27 : 対面授業) 

「技術日本語表現技法」の1コマを担当


石巻専修大学 (10/20 : 遠隔授業) 

「情報社会論」の1コマを担当


横浜国立大学 (10/27, 2021/1/26:遠隔授業) 

「情報社会倫理」の2コマを担当
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今年度の活動



今年度の活動

情報の正しさ 
情報を検索・取得する際の判断基準や、
発信において考慮すべきことなどのリテ
ラシーをグループワークにて議論


情報倫理へのIT企業の取り組み 
企業が情報を取得、取り扱う際に遵守べ
きことや国際間での法制度の差異により
留意していることなどをディスカッション
形式にて進行
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教材の一部



(実際に授業で使った資料より抜粋してご紹介)



得られた恩恵と課題

オンライン化による恩恵 
- 遠隔授業により距離の壁がなくなる 
- ホワイトボードからネットワーク上の 
スプレッドシートへシフトし共有がスムーズに


その他の恩恵 
- 大学 : 講義の多様化 
　「実務経験のある教員による授業科目」の充実 
- 学生 : 実社会を感じ取れる機会 
　　　今年度は特に閉塞感からの解放 
- CITP : CPD（Continuing Professional Development）の活動
実績

9 授業後のアンケート結果より



得られた恩恵と課題

オンライン化による課題 
- 対面には敵わない、が改善の余地あり 
- 接続やツール類の利用が当日出来ないケースへの対応 
- 対面形式との併用も視野に


その他の課題 
- 大学 : 前後回との整合性調整 
- 学生 : 講義の想定レベルとのギャップ 
- CITP : 準備に充てられるリソースの不足 
　(時間、メンバー) 
 
今年度は実験的・模索的な面もあり 
コンテンツ、進行、形式面での改善を継続してSIGにて議論
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授業後のアンケート結果より



Thank you for your attention.


